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編集後記

本号には臨床英語の吉田泰彦先生、ポール・マシソン先生のご論文、さらに非

常勤講師の山本典子先生(臨床心理学)、 松生勝先生(化学)のご論文、計4編

の論文を掲載することができました。マシソン先生は昨年4月に本学に着任され

た方で、ご、出身はニュージーランドです。

吉田先生は物理学教授の平井園友先生とともに、今年3月末日をもって定年

により退職されます。平井先生は 1982(昭和 57)年、吉田先生は 1980(昭和

55)年に本学に赴任され、ともに30数年にわたって本学において教育・研究に

力を尽くしてこられま した。吉田先生は本誌の中核となる執筆者のお一人でもあ

り、本号を含め本誌にこれまで 18編の論文を掲載されました。本号には前号に

引き続きチャールズ ・ラムに関するご論考を寄せられています。また、今回はじ

めて寄稿された松生先生もこの3月でお辞めになります。松生先生は自らの来し

方を振り返りながら、教養教育のあり方を論じておられます。

退職される先生がたのとれまでのご尽力に感謝するとともに、今後のますます

のご活躍を祈念いたします。

編集委員

池辺 寧(哲学)
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